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病　院　紹　介
60
めています．ナルコレプシー，の症
例が脳波解析で見つかることがあ
り，精神科の専門医とも治療連携し
ています．いずれにせよ，睡眠障害
の克服は生活習慣病だけではなく，
産業医学の側面からも重要な制圧課
題の一つです．心不全（NYHAⅢ度
以上）に合併する SASと中枢性 
SAS に対する睡眠脳波診断と酸素
療法（CHFﾝHOT）も循環器科と共
同で行っています．これら PSG，
CPAP，HOT，CHFﾝHOTやアレル
ギー喘息外来を含めた呼吸器・アレ
ルギー関連の診療を担当しています．
心臓血管センター
　循環器内科医４名と生理検査技
師，臨床工学技士，放射線科技師，
理学療法士（心臓リハビリテーショ
ン指導士）らによるチーム診療体制
をとっています．年間約700件の心臓
カテーテル検査CAGを施行し，ス
テントなどのインターベンション
（年間293例，19年度実績）を行って
います．また難治性不整脈に対する
アブレーション治療も行っていま
す．時間外の救急患者対応の緊急カ
テにも対応しています．時に心臓血
管外科の手術が必要と判断される症
例があり，日赤病院，香川大学，中
央病院の心臓血管外科と連携してい
ます．また最近の傾向では，往々に
して狭心症に SASなどの睡眠障害
を合併している症例が多くみられる
ようになりました．前述の睡眠セン
ターにて指導管理している SAS例
における循環病態の解析も行ってい
ます．
栄養サポートセンター
　二つの組織があり，低栄養状態の
改善を図る栄養サポートチーム
（NST）と過栄養肥満状態の対応を
行う糖尿病内分泌代謝外来をそれぞ
れ組織しています．NSTとはすべて
の治療の障害となる低栄養状態を改
善し免疫抵抗の改善，ひいては早期
離床，早期退院を目的として，外科，
消化器科，呼吸器科の医師，栄養士，
理学療法士，看護師，薬剤師，検査
技師等が共同で回診し，主治医とは
独立して処置指示，嚥下訓練，時に
褥創処置，経管栄養処置，PEG管
理，臨床栄養の勉強会を行います．
消化器内視鏡センター
　消化器科では年間5,965件（19年
度）の上部下部消化管内視鏡検査お
よび消化管出血の緊急処置や肝胆道
疾患における各種インターベンショ
ン処置治療を行っています．
外科・泌尿器科・眼科
　外科は４名体制で，すべてのチー
ム医療の外科的医療部分を担当して
います．特に消化器疾患の手術を中
心に，年間340件の手術（19年度）を
行っています．泌尿器科は２名体制
で腎臓内科が行う透析医療も補助し
ています．時間外の救急患者におけ
る尿路結石破砕にも対応していま
す．眼科では糖尿病，循環器疾患に
合併した眼疾患の診断治療や白内障
の手術を行っています．
地域医療連携
　年間数回の公開講座，講演会など
を行っています．SAS，循環器，喘
息・慢性呼吸不全，NST，排尿・尿
路ケア，消化器関連などを随時開催
しています．当院のホームページ上
に随時予定を掲載しております．地
域医療連携室までお問い合わせ下さ
ればご案内させていただきます．
おわりに
　厚労省の政策誘導からも伺えるよ
うに，大規模基幹病院を除く公的病
院のこれからは，さらなるダウンサ
イジングと機能特化の方向性が強く
要求されると思われます．当院では
当初から特化を目指して来ているの
ではなく，限られた施設設備とマン
パワーの機能を集約しながら，上述
のような部門が特に分化しつつある
というのがこの数年間の状況です．
施設完結型医療から地域完結型医療
へと政策誘導が進む中で，これから
も地域医師会や岡山大学同窓会員を
中心とした医療機能連携を進めて行
きたいと考えています．
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